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平
成
28
年
度
予
算
は
、
野
村

市
長
が
退
任
す
る
意
向
を
表
明
し

た
た
め
、
政
策
的
な
経
費
を
抑
え

た
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
ま
し

た
。

　
　

平
成
27
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
第
二
次
総
合
計
画
」
で
、
10

年
後
の
下
呂
市
の
あ
る
べ
き
姿
を

見
据
え
「
人
口
減
少
対
策
」「
行

財
政
改
革
」「
地
域
づ
く
り
」
を

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置

づ
け
各
種
施
策
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

 

ま
た
、
平
成
28
年
1
月
に
は
、

人
口
減
少
を
克
服
し
、
自
律
的
で

持
続
的
な
社
会
を
創
生
し
て
い
く

う
え
で
の
基
本
目
標
や
、
今
後
５

年
間
に
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な

施
策
な
ど
を
定
め
た
「
下
呂
市
版

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
第
二
次
総
合
計
画
」
を

推
進
す
る
た
め
の
事
業
費
の
ほ

か
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
の
本
格
化
や
庁
舎
・
振
興
事

務
所
整
備
事
業
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
改
築
事
業
、
旧
下
呂
温
泉
病

院
跡
地
等
を
活
用
す
る
地
域
再
生

計
画
事
業
な
ど
継
続
し
た
大
型
事

業
予
算
の
計
上
に
よ
り
、
大
幅
な

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

 

　

 

市
内
へ
の
移
住
者
を
増
や
す

た
め
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
で
転

入
し
た
方
を
対
象
に
家
賃
助
成
や

住
宅
購
入
費
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、市
外
の
人
を
呼
び
込
む
た
め
、

移
住
定
住
相
談
会
に
積
極
的
に
参

加
し
、
下
呂
市
へ
の
移
住
を
推
進

し
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
よ
り
市
内
企
業
の

人
手
不
足
は
、
深
刻
な
状
況
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
開
催
や
益
田
清
風
高
校
で

の
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
同
校
生
徒

を
対
象
と
し
た
企
業
見
学
会
、
地

元
企
業
を
対
象
と
し
た
下
呂
特
別

支
援
学
校
見
学
会
、
企
業
・
求
人

情
報
誌
の
発
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
で
、
地
元
企
業
へ
の
就
職

を
促
進
し
ま
す
。

　

 

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
に
は
、
防
犯
や
防
災
、
人
口
減

少
な
ど
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
、
他
人
事
で
は
な
く
自
分
事

と
し
て
関
心
を
持
ち
、
解
決
し
て

い
く
総
合
的
な
活
動
力
、
い
わ
ゆ

る
「
地
域
力
」
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
「
地
域
力
」
を
高
め
る
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り
と
地
域
振
興
予

算
を
活
用
し
た
、
地
域
の
支
援
を

進
め
ま
す
。

　
「
組
織
の
見
直
し
」
の
達
成
目

標
を
平
成
31
年
度
と
し
て
、
部
課

の
再
編
と
集
約
に
取
り
組
み
ま

す
。
庁
舎
整
備
と
併
せ
て
29
年
度

に
大
幅
な
組
織
改
編
を
予
定
し
て

い
る
た
め
、
28
年
度
は
準
備
年
度

と
し
て
位
置
付
け
、
振
興
事
務
所

事
務
の
本
課
移
行
を
着
実
に
進
め

ま
す
。

　

公
の
施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
25
年
９
月
に
策
定
し
た
「
下

呂
市
公
共
施
設
の
見
直
し
方
針
」

に
基
づ
き
、
施
設
の
譲
渡
民
営
化

や
集
約
、
廃
止
を
進
め
ま
す
。
28

年
度
は
特
に
地
域
の
集
会
施
設
に

つ
い
て
、
住
民
の
方
々
と
積
極
的

な
協
議
を
進
め
ま
す
。
見
直
し
方

針
が
譲
渡
民
営
化
の
観
光
施
設
な

ど
に
つ
い
て
も
本
格
的
な
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

「人
口
減
少
対
策
」

　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
」

　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
行
財
政
改
革
推
進
」

　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
も
っ
と
住
み
た
い
　
訪
れ
た
い
　

   

み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
　わ
く
わ
く
下
呂
市
」の
実
現
に
向
け
て



● 会計別予算額と前年度比較（金額は千円以下を四捨五入。合計は合致しない場合があります）

会　計　名 ２8 年度当初 ２7 年度当初 増減率
一 般 会 計 218億2,000万円 206億4,000万円 5.7 %

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業（事業勘定） 45億9,194万円 46億123万円 △ 0.2 %
後期高齢者医療 4億9,528万円 4億7,145万円 5.1 %
介護保険（介護サービス事業勘定） 2億478万円 1億8,338万円 11.7 %
介護保険（保険事業勘定） 35億9,833万円 36億7,583万円 △ 2.1 %
簡易水道事業 11億760万円 9億7,410万円 13.7 %
下水道事業 23億7,630万円 22億8,570万円 4.0 %
国民健康保険事業（診療施設勘定） 2億5,486万円 2億5,533万円 △ 0.2 %
下呂財産区 375万円 428万円 △12.4 %
学校給食費 1億6,074万円 1億6,128万円 △ 0.3 %

小　　計 127億9,358万円 126億1,258万円 1.4 %
公
営
企
業
会
計

水道事業 3億2,504万円 3億3,919万円 △ 4.2 %
下呂温泉合掌村事業 2億5,534万円 2億6,227万円 △ 2.6 %
金山病院事業 15億6,131万円 17億609万円 △ 8.5 %

小　　計 21億4,169万円 23億754万円 △ 7.2 %
合　　計 367億5,527万円 355億6,012万円  3.4%
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平
成
28
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
２
１
８
億
２
千
万
円

（
前
年
度
当
初
比
11
億
８
千
万
円
増
、
5.7
％
増
）
で
、
特
別
会
計
・
公
営
企

業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
３
６
７
億
５
５
２
７
万
円
（
前
年
度

当
初
比
11
億
９
５
１
５
万
円
増
、
3.4
％
増
）
で
、
大
規
模
事
業
の
本
格
着

工
が
影
響
し
て
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

◆
歳 

入

　

市
税
は
、
44
億
９
２
１
６
万
円
と
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
個

人
市
民
税
は
、
納
税
義
務
者
お
よ
び
労
働

人
口
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
当
初
比
1.0
％

の
減
少
、
法
人
市
民
税
は
、
景
気
回
復
の

兆
し
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
比

9.0
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
固
定

資
産
税
は
、
土
地
価
格
の
下
落
や
家
屋
の

評
価
替
え
の
影
響
な
ど
で
、
前
年
度
当
初

比
0.1
％
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
軽

自
動
車
税
は
、
自
家
用
四
輪
乗
用
車
の

台
数
増
が
見
込
め
る
た
め
、
前
年
度
対
比

1.4
％
の
増
加
、
市
税
全
体
と
し
て
は
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
交
付
税
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
段
階
的
な
縮
減
の

影
響
を
反
映
し
て
、
前
年
度
当
初
比

１
億
１
８
０
０
万
円
の
減
額
、
特
別

交
付
税
を
合
わ
せ
た
地
方
交
付
税
総

額
は
前
年
度
当
初
比
1.4
％
の
減
少
で

80
億
８
２
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
事
業
補
助
金
や
防
災
・
安

全
交
付
金
、
住
宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ

ク
形
成
事
業
の
増
額
な
ど
に
よ
り
前
年
度

当
初
比
28
・
１
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
歳 

出

　

人
件
費
は
、職
員
給
与
の
減
額
支
給
（
平

均
4.0
％
）
の
継
続
な
ど
に
よ
り
前
年
度
当

初
比
2.1
％
の
減
少
、
扶
助
費
は
、
福
祉
施

策
や
子
育
て
支
援
事
業
の
増
額
に
よ
り
前

年
度
当
初
比
2.7
％
の
増
加
、
市
債
の
償
還

金
で
あ
る
公
債
費
は
、
前
年
度
当
初
比

0.4
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
新
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
の
本
格
化
、
庁
舎
・
振

興
事
務
所
整
備
事
業
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
改
築
事
業
、
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡
地

等
を
活
用
す
る
地
域
再
生
計
画
事
業
な
ど

継
続
し
た
大
型
事
業
の
影
響
で
前
年
度
当

初
比
８
億
６
７
５
万
円
（
33
・
9
％
）
の

増
額
、
投
資
的
経
費
全
体
と
し
て
前
年
度

当
初
比
６
億
１
７
７
９
万
円
（
24
・
１
％
）

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。　

　

そ
の
他
、
物
件
費
で
は
、
公
設
民
営
保

育
園
の
指
定
管
理
料
な
ど
の
増
額
に
よ
り

前
年
度
当
初
比
2.7
％
の
増
加
、
維
持
補
修

費
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
維
持
補
修
費
の

減
額
な
ど
に
よ
り
前
年
度
当
初
比
9.6
％
の

減
少
、
補
助
費
等
は
、
金
山
病
院
事
業
会

計
繰
出
分
の
増
額
な
ど
に
よ
り
前
年
度
当

初
比
19
・
４
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

政
策
的
経
費
を
抑
え
た

『
骨
格
予
算
』

平成28年度下呂市予算


